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■福島市農地利用最適化推進委員　推薦・応募状況【個人推薦】

田 21 a
畑 70 a

所有地 76 a
借地 15 a

12 年
- a

⑤主な生産品目 三浦　勝正 75

農業
③従事年数

農業

男

男

男

④受託作業

もも、りんご、
米

無

②耕作面積

①経営形態 専業

北福島

小野　義一

1 70 男 農業

性別
推薦
区域

阿部　智 61

80

農業経営の状況年齢 性別

受付
№

農業委員への
推薦・応募の

有無職業
（ふりがな）
氏名 内容

年齢 推薦を受ける者が、農地利用最適化推
進委員としてどのような活動が期待
できるか

推薦を受ける者が農業情勢や本市農
業の現状を理解しているか

職業

農業

推薦をする小野氏は、農地利用最適化
推進委員を２期６年務め、農業の現状
について十分に理解している。

今まであげた実績をもとに理解をし
ていること。

氏　名

R2～R7 農地利用最適化推進委員　（２期）

有 非該当

推薦者（推薦した者）

推薦の理由

被推薦者（推薦を受けた者）

年月日

経歴

農業委員・
農地利用最適
化推進委員の

経歴

認定農業者状況

おの　しんじ

小野　真二
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田 30 a
畑 20 a

所有地 - a
借地 - a

15 年
0 a

米・野菜

④受託作業

⑤主な生産品目

丹治家は代々、田沢地区において農
業を行っており、農業情勢や蓬萊地区
及び田沢地区の農業の方向性など十
分な理解が認められる。

杉妻地区は、田沢、清水町が農業地帯
であり、ここで営農するものが最もよ
く把握しており、この地区の農家農業
を代表する活動ができるものと考え
る。

無

②耕作面積

須南 30
JA杉妻地区
の正組合員及
び准組合員

杉妻地区農振会長会

代表　佐藤　利夫

③従事年数

　ふくしま未来農業協同
組合は組合員の協同組
織の発展を促進し、もっ
て営農と生活文化の向
上につとめ、併せて組合
事業の円滑なる推進を
図るため組合全地域に
農事組合・農振会・支部
を設置する。また、組合
支店、組合総合支店、地
区本部及び本店に協議
会等を設置する。

H30.4.1～R8.3.31 田沢農事組合　組合長

無 非該当

①経営形態

1 63 男 農業

受付
№

被推薦者（推薦を受けた者）

農業経営の状況職業氏名 年齢 性別 設立目的 推薦を受ける者が農業情勢や本市農
業の現状を理解しているか

推薦を受ける者が、農地利用最適化
推進委員としてどのような活動が期
待できるか

名称・代表氏名 構成員資格

農業委員への
推薦・応募の

有無

推薦の理由

構成 員数

推薦者（推薦した者）

推薦
区域

経歴

農業委員・
農地利用最適
化推進委員の

経歴

認定農業者状況年月日 内容

自家消費

■福島市農地利用最適化推進委員　推薦・応募状況【団体推薦】

たんじ　ともてる

丹治　朝輝
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田 - a
畑 - a

所有地 - a
借地 - a

- 年
- a

男
野菜卸
カット野菜

H２０～H３１.３

応募者

農業経営の状況
年月日 内容

経歴

農業委員・
農地利用最適
化推進委員の

経歴

認定農業者状況

農業委員への
推薦・応募の

有無氏名 年齢 性別 職業 農地利用最適化推進委員としてどのよ
うな活動ができるか

農業情勢や本市農業の現状

応募区域

応募の理由

受付
№

■福島市農地利用最適化推進委員　推薦・応募状況【応募】

1
こくぶん　こういち

36

陸上自衛隊

無 非該当

①経営形態 非農家

①北福島
②福島③従事年数

④受託作業

生産者の高齢化と後継ぎ問題、長く使
われていない農地と今後そうなるで
あろう農地の活用方法を考え実行。

現在使われていない農地と今後使われ
ない農地が増えることを予想すると、
皆様と一緒に活用方法を考えていき、
実行に移す。

有

H31.４～現在 新栄商店

②耕作面積

國分　幸一

⑤主な生産品目
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